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都上りの詩篇 

詩篇129篇 

詩篇129篇。都上りの詩篇の10個目です。5つに分けた時の真ん中の段落の最後で
す。 

129篇は、「若い頃から苦しめた。さあイスラエルは言え。」「若い頃から苦しめた」
という124篇に似ているような言い方で始まっています。 

1から4と、5から8。4節は後ろの段落なのか、前の段落なのかというと、接続詞が
あったかな。4節に、前の苦しめた者に対する裁きが与えられたということがわかりま
す。5節から8節、8節の終わりのところが、「主の祝福があなたがたにあるように。主
の名によってあなたがたを祝福します。」というこの2つの言い方に、その両方が通り
がかりの人が言わないことなのか、最後の「主の名によって祝福します」は別なのか、
というところも一つ困るところなのですけれど、124篇と並行しているというように思
われますので、それを手がかりにして考えます。 

124篇の終わり「助け出す、助け出す、助けは主の御名にある」という繋がりで「助
け出す」ということがキーワードになっているものの、最後の文章は宣言的なものに
なっていますので、129篇も同じように、「祝福、祝福」という言葉はありますが、最
後の文章は、通りがかりの人はこれを言わないという内容の文ではなくて、「あなたが
たは主の御名によって祝福されます」という宣言の文章だというふうに考えた方が良い
のではないかと思われます。主は正しいというその裁きの理由ですね。 
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125篇とも一緒に見なければいけませんが、正しい者というのが125篇でした。129
篇は主は正しい。「シオンを憎む者」。これは、120篇の平和を憎む者、シャロームを
憎む者ということと一緒に考えましょう。 

それと「恥を受けて退く」。これは、127篇の後半のところに、若い頃、若い時、そ
れで門で恥を見ることがないの「恥」。満たしているというのとひどくというのが同じ
ことになっていたかな。辛苦の糧を食べる話もありますので、127篇とも一緒に考えて
いかなければいけないものだと思います。 

「祝福があるように」は、民数記の6章23節から27節のところ。そこは土台になって
いる祝祷の言い方です。「祝福があるように、主の御名によって祝福されますように」
ということは、その民数記のところを思い出させます。 

「苦しみのうちに」ということは、アダムの苦しみを思い出します。実を結ぶことが
できなくなってしまったアダムですね。苦しみを通してでなければというようなストー
リーを思い出しながら、2つに題をつけるならば、前半は、耕すこと。苦しめる者たち
が実を結ばないように攻撃してくるんだけれども、正しい神様はその悪者を断ち切りま
した。後半は、シオンを憎む者が恥を見て枯れる。刈り取ることができない、実を結ば
ないという2つですね。 

この2つは、シャロームに反対している者が裁かれるということを表してると思いま
す。前半の断ち切られることは、守られるシャロームの祝福、守られることと祝福され
ることの守られる方に対して、追い出される、断ち切られる。後半の恥を見る、枯れる
という方が祝福されることの反対で、実を結ばないというようにまとめることができる
と思いますので、この129篇というのは、シャロームに反対する者が裁かれるというこ
とです。 

124篇はシャロームがない状態、シャロームの反対の状態。大水に押し流される敵の
刃の餌食になろうとしているという、シャロームがない状態から救い出されたというの
が124篇。それを攻撃していた者たちが裁かれるのが129篇という位置づけではないか
と思われます。

facebook:kannokazuhiko


